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末
内
庫
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存
在
形
態
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い
て

室
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結
び
に
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え
て

は

じ

め

内
庫
と
は
、
国
家
財
庫
た
る
左
右
蔵
両
庫
に
対
す
る
天
子
の
私
的
障
蔵
の
こ
と
で
、
内
廷
に
設
け
ら
れ
た
た
め
、
内
蔵
庫
と
も
い
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
唐
代
に
お
け
る
内
庫
の
史
料
は
、
玄
宗
朝
か
ら
姿
を
現
わ
す
が
、
そ
の
中
に
は
、
当
時
の
国
家
財
政
の
実
態
、
戎
い
は
中
央
財
政

機
構
の
組
織
と
機
能
を
推
測
す
る
に
足
る
も
の
も
少
な
く
な
い
＠
こ
の
意
味
で
、
内
庫
の
詩
側
回
を
究
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
未
の
財
政

機
構
の
支
配
形
感
の
諸
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
一
つ
の
い
と
ぐ
ち
を
つ
か
み
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
そ
の
た
め
の
試
論
と
し
て
、
焦
点
を
内
庫
の
存
在
形
態
に
し
ぼ
っ
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
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唐
末
内
庫
の
存
在
形
態
に
つ
い
て

（
室
永
）

九
四

て
唐
代
の
中
央
財
庫

左

右

蔵

庫

唐
代
の
中
央
財
庫
は
、
国
初
に
お
い
て
は
太
府
寺
の
左
蔵
・
右
蔵
の
両
摩
が
存
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
左
右
蔵
両
庫
の
名
称
は
、
資
治
通
鑑

措’

r
唐
紀
・
高
宗
・
永
徽
二
年
九
月
庚
成
の
条
の
左
蔵
庫
の
胡
註
に
、

左
右
議
。
菅
始
有
之
。
唐
因
市
不
改
。
各
有
令
一
人
。

と
あ
る
如
く
、
耳
目
代
に
ま
で
湖
る
が
、
そ
の
機
構
面
に
は
差
異
が
み
ら
れ
る
。

唐
の
左
右
蔵
両
庫
の
機
構
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
唐
六
典
明
一
一
太
府
寺
・
左
蔵
署
の
項
に
、

左
戴
。
有
東
庫
・
西
庫
・
朝
堂
庫
。
文
有
東
都
庫
。
中
略
。
左
蔵
令
掌
邦
園
庫
誠
之
事
。
丞
震
之
試
Q

凡
夫
下
賦
調
。
先
於
輪
場
。
簡
其

合
尺
度
斤
雨
者
。
卿
及
御
史
監
閲
Q

然
後
納
千
庫
頭
。
一
式
云
。

と
あ
り
、
左
蔵
庫
は
東
庫
（
東
左
蔵
庫
）
・
西
庫
（
西
左
蔵
庫
）
・
朝
堂
庫
・
東
都
庫
の
四
庫
を
所
有
し
、
左
蔵
令
に
よ
っ
て
掌
ら
れ
て
い
た
わ

け
で
あ
る
が
、
天
下
の
賦
調
は
、
全
て
こ
れ
に
輸
納
せ
し
め
ら
れ
て
い
た
Q

そ
し
て
太
府
卿
が
そ
の
庫
蔵
の
出
納
の
最
高
責
任
者
と
な
る
が
、

出
納
事
務
の
監
督
に
は
、
御
史
台
の
監
左
蔵
庫
御
史
が
当
っ
て
い
た
Q

ま
た
、
同
書
・
同
巻
・
同
右
蔵
署
の
項
に
は
、

白

m附
仰

右
蔵
。
有
内
庫
・
外
庫
・
東
都
庫
。
中
3
0
右
戴
署
令
掌
邦
園
賓
貨
之
事
。
丞
矯
之
京
。
雑
物
州
土
。
安
西
・
子
闘
之
玉
。
中
略
。
凡
四

方
所
献
金
玉
珠
貝
玩
好
之
物
。
皆
碕
之
Q

出
納
禁
令
。
如
左
蔵
之
職
。

と
あ
り
、
右
蔵
庫
は
内
庫
・
外
庫
・
東
都
庫
の
三
庫
を
有
し
、
こ
こ
に
は
四
方
よ
り
進
献
さ
れ
た
賓
貨
雑
物
等
が
収
納
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
管

理
に
は
右
蔵
令
が
当
り
、
出
納
・
禁
令
は
左
蔵
の
職
と
同
様
に
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
左
右
蔵
両
庫
に
よ
る
形
成
は
、

玄
宗
の
開
元
年
間
、
内
廷
に
所
謂
内
庫
が
設
け
ら
れ
る
に
及
ん
で
一
変
す
る
の
で
あ
る
。

庫

Il 
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内
廷
に
設
け
ら
れ
た
内
庫
は
、
内
蔵
庫
・
内
裕
或
い
は
内
府
と
も
い
わ
れ
る
天
子
の
私
蔵
庫
の
こ
と
で
あ
る
。
古
来
、
中
国
に
は
天
子
に
私

蔵
な
し
と
い
う
儒
教
思
想
が
あ
り
、
唐
初
に
お
い
て
も
、
天
子
私
蔵
庫
を
内
廷
に
設
け
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
旧
唐
書
酷
凶
職
官
志
・
内
侍

省
・
内
府
局
の
項
に
、

内
府
令
。
掌
中
賊
費
貨
給
納
名
数
。
丞
矯
之
試
。
凡
朝
合
五
品
巳
上
。
賜
絹
吊
金
銀
器
於
殿
廷
者
。
並
供
之
。
詩
持
有
功
。
井
蕃
歯
僻
還
。

亦
如
之
。

と
み
え
る
内
侍
省
の
内
府
局
の
中
蔵
町
、
内
廷
の
庫
蔵
で
は
あ
っ
た
が
、
所
謂
天
子
の
私
蔵
で
は
な
く
、
内
府
令
が
掌
る
外
官
い
わ
ば
左
右
蔵

庫
管
下
の
一
庫
蔵
に
す
ぎ
な
い
存
在
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
左
右
蔵
庫
か
ら
独
立
し
て
、
相
犯
さ
ざ
る
天
子
私
蔵
の
内
庫
と
し
て
確
立
さ

れ
た
の
は
、
玄
宗
朝
の
こ
と
で
あ
る
。
資
治
通
鑑
芝
唐
紀
・
玄
宗
・
天
宝
四
雲
、
十
月
の
条
に
、

上
在
位
久
Q

用
度
目
修
。
後
宮
賞
賜
無
節
。
不
欲
数
於
左
右
疏
取
之
。
主
鍬
探
知
上
指
。
歳
貢
額
外
銭
百
億
高
。
貯
於
内
庫
。
以
供
宮
中

宴
賜
。
日
此
皆
不
出
於
租
庸
調
。
無
預
終
費
。
云
云
。

と
あ
旬
、
玄
宗
の
と
き
、
内
廷
が
蓉
修
と
な
り
、
左
右
蔵
庫
よ
り
支
給
さ
れ
る
定
額
で
は
不
足
し
て
い
た
た
め
、
王
鉄
が
額
外
銭
百
億
万
婚
を

貢
献
し
た
こ
と
が
み
え
、
そ
れ
が
内
庫
に
貯
積
さ
れ
宮
中
の
宴
賜
に
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
王
鉄
と
内
庫
に
つ
い
て
は
、
旧

唐
書
地
四
食
貨
志
上
に
、

王
鋲
進
計
奮
身
。
白
魚
戸
口
色
役
使
。
徴
剥
財
貨
。
毎
歳
進
銭
百
億
。
費
貨
稿
是
。
云
非
正
額
租
庸
。
便
入
百
費
大
盈
庫
。
以
供
人
主
宴

私
賞
賜
之
用
。

と
あ
り
、
王
鉄
は
戸
口
色
役
使
と
い
う
誌
求
衆
数
の
財
務
官
職
を
利
し
て
の
額
外
銭
の
貢
献
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
納
入
し
た
内
庫
が

百
宝
大
致
庫
と
呼
ば
れ
た
庫
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
性
格
の
内
庫
は
、
こ
の
百
宝
大
盈
庫
の
ほ
か
に
、
理
林
庫
と
い
う
名
で

も
置
か
れ
て
い
た
。
全
唐
文
地
畑
陸
賛
・
奉
天
請
罷
積
一
林
大
ゑ
ニ
摩
状
の
一
節
に
、

今
之
理
林
・
大
盈
。
自
古
悉
無
其
制
。
体
諸
嘗
沓
之
説
。
皆
云
創
自
開
元
Q

貴
臣
貧
様
。
飾
巧
求
娼
。
乃
言
郡
邑
貢
賦
。
所
用
案
各
医
分
。

唐
末
内
庫
の
存
在
形
態
に
つ
い
て

（
室
、
氷
）

九
五
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末
内
康
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在
形
態
に
つ
い
て

（
室
、
水
〉

九
六

税
賦
首
委
之
有
司
。
以
給
経
用
。
貢
献
宜
蹄
乎
天
子
。
以
奉
私
求
。
玄
宗
悦
之
。
新
置
是
二
庫
。
蕩
心
修
欲
。
萌
祇
於
弦
。
治
乎
失
邦
。

終
以
餌
冠
。
云
云
。

と
あ
っ
て
、
玄
宗
の
開
元
の
と
き
に
、
こ
の
二
庫
は
新
た
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
両
内
庫
の

設
置
と
と
も
に
、
税
賦
以
外
の
貢
献
銭
物
を
収
納
す
る
と
い
う
国
庫
会
計
上
の
区
分
も
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
内
庫
の
強
化
に

「
非
正
額
租
庸
」
と
い
わ
れ
た
額
外
銭
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
貢
献
が
こ
こ
に
集
中
す
る
と
、
今
ま
で
四
方
の
貢
献
を
掌
っ
て
い
た
右

蔵
庫
の
職
能
は
縮
少
し
、
そ
の
財
政
上
に
お
け
る
重
要
性
を
減
じ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
Q

そ
の
た
め
か
、
粛
代
二
朝
に
わ
た
っ
て
左
右

蔵
庫
の
業
務
が
内
庫
に
移
さ
れ
、
後
ち
徳
宗
の
と
き
に
な
っ
て
左
蔵
庫
の
業
務
は
旧
に
復
す
が
、
右
蔵
庫
に
つ
い
て
は
、
何
ら
記
述
す
る
こ
と

よ
っ
て
、

が
な
い
こ
と
と
連
闘
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
後
述
）
。

所
で
、
玄
宗
の
開
元
・
天
宝
の
頃
よ
り
、
内
侍
省
に
属
す
る
宜
官
が
内
諾
使
の
職
を
得
て
、
次
第
に
権
勢
を
伸
ば
し
て
き
た
こ
と
は
、
矢
野

教
授
の
官
官
に
関
す
る
御
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
い
旦
こ
れ
ら
の
内
庫
に
も
、
資
治
通
鑑
雄
一
～
唐
紀
・
代
宗
・
大
暦
一
四
年

十
二
月
の
条
に
、

上
略
。
大
盈
内
席
。
使
官
官
掌
之
。
云
云
。

と
あ
り
、
ま
た
、
新
唐
書
偽
に
仇
士
良
伝
に
、

（
李
）
訓
謀
悉
逐
中
官
。
士
良
悟
其
謀
。
興
右
一
川
策
軍
中
尉
魚
弘
志
・
大
盈
庫
使
宋
守
義
。
挟
帝
還
宮
。
云
云
。

と
あ
る
如
く
、
使
職
が
設
置
さ
れ
、
官
官
を
そ
れ
に
充
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
唐
代
の
内
庫
の
機
構
が
、
こ
こ
に
確
立
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
機
構
の
充
実
と
と
も
に
、
旧
唐
書
偽
に
下
朱
枇
伝
に
、

加
拝
同
平
章
事
。
尋
令
出
鋲
奉
天
行
皆
Q

復
賜
金
銀
細
線
井
除
船
内
d

保
。
以
龍
之
。

、
と
あ
り
、
ま
た
、
同
書
時
十
「
文
宗
本
紀
・
太
和
九
年
十
二
月
の
条
に
、

0

0

0

0

0

0

 

先
是
。
宰
相
武
元
衡
被
害
。
憲
宗
出
内
庫
弓
箭
陪
万
。
賜
左
右
街
使
。
倹
宰
相
入
朝
。
以
鶏
翼
従
Q

及
建
繭
門
退
。
至
是
。
亦
停
之
。



と
あ
る
如
く
、
内
障
に
は
弓
箭
陥
刀
等
の
軍
器
を
も
貯
備
さ
れ
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

同
川
岨

資

庫

延

前
述
し
た
如
く
、
玄
宗
の
閲
元
年
間
に
お
け
る
内
障
の
成
立
に
よ
っ
て
、
中
央
財
障
は
、
国
政
費
の
左
右
蔵
庫
と
内
廷
費
の
内
障
と
に
区
別

さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
状
態
は
武
宗
の
会
昌
五
年
、
新
た
に
ま
た
一
つ
辺
防
費
の
備
辺
庫
（
後
ち
延
資
庫
と
云
う
）
と
称
す
る
財
庫
の
増
置
に

よ
っ
て
、
三
者
鼎
立
の
形
勢
を
一
不
す
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。
唐
会
要
略
五
延
資
庫
使
・
会
昌
五
年
九
月
の
条
に
、

寸
ノ

』
同
』

勅
置
備
謹
庫
。
牧
納
度
支
・
戸
部
。
塩
伝
三
司
銭
物
。

E

時
。
初
年
。
戸
部
毎
年
二
十
高
貫
疋
。
度
支
・
塩
鉄
毎
年
三
十
寓
貫
疋
Q

次
年
。

以
軍
用
足
。
三
分
減
其
一
。
諸
道
進
奉
助
軍
銭
物
。
則
牧
納
君
。

と
あ
る
如
く
、
武
宗
の
会
昌
五
年
九
月
、
備
辺
腐
を
置
き
、
こ
れ
に
戸
部
・
度
文
・
塩
鉄
三
司
か
ら
、
初
年
度
に
は
銭
物
五
十
寓
貫
疋
、
明
年

度
は
軍
用
充
足
し
た
た
め
、
三
分
の
一
に
減
額
し
て
輪
納
せ
し
め
、
且
つ
諸
道
進
奉
の
助
軍
銭
物
も
こ
こ
に
収
納
す
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
。

こ
の
備
辺
障
は
軍
用
、
即
ち
辺
防
の
軍
資
に
備
え
る
た
め
の
預
備
金
庫
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
延
資
障
と
改
名
さ
れ
た
の
は
、

次
の
宜
宗
の
と
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
資
治
通
鑑
脱
一
ん
唐
紀
・
宜
宗
。
大
中
三
年
冬
十
月
の
条
に
、

改
備
辺
庫
詩
延
資
庫
。

と
あ
り
、
大
中
三
年
十
月
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
所
で
、
唐
会
要
鳩
五
延
資
庫
使
の
項
に
よ
る
と
、

初
以
度
支
郎
中
判
。
至
（
大
中
）
四
年
八
月
。
勅
以
宰
相
判
。
右
僕
射
平
章
事
白
敏
中
・
在
鉱
相
糖
判
。
其
銭
三
司
率
送
。

と
あ
り
、
翌
四
年
八
月
に
は
、
初
め
度
支
郎
中
を
以
っ
て
判
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
も
の
を
、
宰
相
を
以
っ
て
判
す
ベ
く
改
正
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
宰
相
に
よ
る
延
資
障
の
管
掌
は
、
実
は
こ
の
と
き
に
確
立
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
備
辺
庫
と
し
て
創
置
さ
れ
た
と
き
か
ら
、
既
に
宰

相
の
隷
下
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
資
治
通
銃
一
山
一
ん
唐
紀
・
武
宗
・
会
昌
五
年
九
月
の
条
に
、
宰
相
李
徳
裕
が
備
辺
庫
を
請
置
し
た
こ
と
を
述

べ
た
の
ち
、

給
事
中
孝
弘
質
上
疏
言
。
宰
相
推
重
。
不
臆
更
領
三
司
銭
穀
。
徳
裕
奏
。
稲
制
置
職
業
。
人
主
之
柄
。
弘
質
受
人
教
導
。
所
謂
賎
入
国
柄

唐
末
内
庫
の
存
在
形
態
に
つ
い
て

（
室
、
水
）

ブL
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唐
米
内
庫
の
存
在
形
態
に
つ
い
て

九
八

（
室
氷
）

臣
。
非
所
宜
言
。
云
云
。

と
あ
る
は
、
そ
れ
を
示
す
一
例
で
あ
る
内
、
そ
れ
は
ま
た
、
宰
相
李
徳
裕
個
人
の
権
勢
に
よ
る
面
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
武
宗
は
政
治

を
専
ら
宰
相
に
任
せ
る
宰
相
政
治
を
行
な
っ
て
お
り
、
宰
相
李
徳
裕
の
請
い
に
よ
っ
て
創
置
し
た
備
辺
庫
の
運
用
が
、
宰
相
職
の
隷
下
に
あ
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
宜
宗
の
大
中
四
年
八
月
の
改
正
は
、
延
資
庫
を
宰
相
直
接
の
管
掌
に
移
し
て
、

宰
相
の
財
庫
た
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
よ
う
。
か
く
し
て
宰
相
の
地
位
は
延
資
庫
の
財
力
に
さ
さ
え
ら
れ
て
、
著
し

く
強
化
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
（
後
述
）
。

ニ
、
唐
末
の
内
庫
の
存
在
形
態

内
庫
と
左
蔵
庫

唐
代
に
お
け
る
内
庫
の
成
立
は
玄
宗
の
と
き
で
あ
り
、
そ
の
職
能
が
貢
献
或
い
は
額
外
銭
を
収
納
し
、
天
子
の
私
養
や
錨
臣
・
後
宮
等
へ
の

賜
与
に
供
す
る
と
い
う
純
私
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
述
し
た
如
く
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
収
納
の
財
物
は
中
央
の
財
務
機
関
の
与

知
せ
ざ
る
と
こ
ろ
、
即
ち
、
外
官
の
管
掌
外
に
あ
り
、
内
廷
費
へ
の
容
橡
は
禁
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
方
に
お
い
て
内
廷
費
も
ま
た
、
国
政

費
を
累
わ
さ
な
い
よ
う
区
分
さ
れ
、
互
い
に
相
犯
さ
ざ
ら
し
め
ん
と
す
る
規
制
を
保
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
次
の
粛
宗
の
と
き
に
な

る
と
著
し
い
変
更
を
み
る
に
い
た
っ
た
。
冊
府
元
亀

4
m邦
計
部
・
希
旨
の
項
に
、

第
五
碕
。
前
宗
乾
元
初
。
震
度
支
塩
船
使
。
時
京
師
多
豪
持
。
求
取
無
節
。
碕
不
能
禁
。
乃
悉
以
租
賦
進
入
大
盈
内
庫
。
以
中
人
主
之
。

意
天
子
以
取
給
震
使
。
故
不
復
出
。

と
あ
り
、
粛
宗
の
乾
元
の
初
め
、
第
五
時
が
度
支
塩
鉄
使
と
し
て
財
政
権
を
握
っ
た
と
き
、
軍
人
の
強
取
機
奪
に
よ
っ
て
国
政
費
の
出
納
に
節

度
が
な
く
、
ま
た
、
そ
れ
を
統
制
す
る
方
法
も
な
か
っ
た
た
め
、
財
賦
を
内
庫
に
進
め
入
れ
て
、
官
官
に
掌
ら
し
め
た
と
い
う
。
即
ち
、
左
右

蔵
庫
が
管
掌
し
て
い
た
国
政
費
を
内
障
に
移
管
し
て
内
庫
一
本
建
と
し
た
た
め
、
内
原
は
国
庫
た
る
役
割
を
も
果
し
、
む
し
ろ
そ
れ
を
主
た
る



機
能
と
す
る
重
大
な
財
政
機
関
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ム定一－

L

こ
の
よ
う
な
体
制
が
代
宗
の
と
き
に
な
っ
て
も
継
受
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
新
店
者
M
Z
食
貨
志
に
、

大
腔
元
年
。
倣
天
下
背
首
銭
。
得
銭
四
百
九
十
市
内
紺
。
輸
大
盈
庫
封
太
府
左
右
賊
。
鏑
而
不
殻
者
累
歳
。

と
あ
る
に
よ
っ
て
確
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
天
子
の
私
的
庫
蔵
た
る
内
障
が
、
財
政
面
に
お
い
て
、
国
庫
の
総
轄
機
関
と
し
て
集
中
的
に

重
要
性
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
粛
宗
よ
り
代
宗
に
か
け
て
の
政
治
、
戎
い
は
財
政
の
あ
り
方
に
大
き
な
変
事
が

行
な
わ
れ
た
た
め
と
い
え
よ
う
。

周
知
の
如
く
、
粛
宗
は
安
史
の
乱
中
に
即
位
し
、
そ
の
鎮
定
に
一
代
を
過
し
た
天
子
で
あ
っ
た
。
先
掲
記
事
の
乾
元
初
の
頃
は
、
膨
脹
せ
る

軍
費
の
た
め
、
危
急
に
瀕
し
た
中
央
政
権
の
財
政
対
策
と
し
て
、
度
支
使
・
境
鉄
使
が
創
置
さ
れ
、
そ
の
職
を
奉
じ
た
第
五
時
の
才
略
に
総
て

を
か
け
て
い
た
と
き
で
あ
っ
た
。
第
五
時
の
行
な
っ
た
椎
塩
法
は
成
功
を
収
め
、
国
家
財
政
は
や
や
好
転
す
る
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
安
史
の

乱
は
、
次
の
代
宗
の
初
年
に
い
た
っ
て
鎮
静
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
代
宗
の
政
治
は
、
朝
権
再
興
の
た
め
、
乱
後
の
衰
弱
し
切
っ
た
財

政
復
旧
に
向
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
粛
代
宗
の
二
代
約
四
半
世
紀
は
、
安
史
の
乱
中
と
乱
後
と
の
最
も
困
難
な
時
代
を
担
っ
た

と
き
で
あ
り
、
中
央
の
財
政
を
再
建
せ
ん
と
す
る
努
力
が
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
度
支
使
・
塩
鉄
使
等
の
財
務
官
を
軸
と
し
て
展
開
せ
ら
れ
た

と
き
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
説
。
そ
し
て
こ
の
意
味
か
ら
も
、
内
障
に
よ
る
国
家
財
政
一
本
化
の
体
制
の
維
持
は
、
帝
権
の
増
大
と
中
央

集
権
制
の
方
策
に
重
大
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
に
お
い
て
、
国
庫
が
内
廷
に
あ
り
、
内
廷
直

属
の
官
官
が
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
財
賦
を
濫
費
す
る
に
も
比
較
的
容
易
な
体
制
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
資
治
通
鑑
一
芝
唐
紀

－
代
宗
・
大
暦
十
四
年
十
二
月
の
条
に
、

由
是
ω

以
天
下
公
賦
。
話
人
君
私
滅
。
有
司
不
復
得
窺
其
多
少
。
校
其
刷
縮
。
殆
二
十
年
。
官
官
領
其
事
者
三
百
蝕
員
。
皆
料
品
食
其
中
。

帰
結
根
懐
。
牢
不
可
動
。

と
あ
る
如
く
、
大
暦
十
四
年
に
い
た
る
二
十
年
間
も
こ
の
体
制
が
続
け
ら
れ
た
た
め
、
有
司
は
国
政
費
の
貯
積
の
数
字
す
ら
知
ら
ず
、
そ
れ
を

唐
末
内
庫
の
存
在
形
態
に
つ
い
て

（
室
、
水
〉

九
九



唐
末
内
庫
の
存
在
形
態
に
つ
い
て

（
室
、
水
）

一O
O

管
領
し
た
三
百
余
人
の
宜
官
が
国
政
費
に
多
く
の
盆
患
を
加
え
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
冊
府
元
亀
噌
一
一
一
宰
輔
部
・
謀
猷
・
楊
炎
の
項
に
、

及
炎
作
相
。
頓
首
於
帝
（
鰍
）
前
。
論
之
目
。
夫
財
賦
邦
闘
之
大
本
。
生
人
之
喉
命
。
天
下
理
凱
。
軽
重
皆
由
駕
。
是
以
。
前
代
歴
重
臣
主

之
。
猶
拙
不
集
。
往
往
覆
取
。
大
計
一
失
。
則
天
下
揺
。
先
朝
樺
制
。
中
人
領
其
職
。
以
五
尺
官
竪
。
操
邦
之
本
。
四
官
倹
盈
虚
。
雄
大
臣

不
得
知
。
則
無
以
計
天
下
利
害
。
臣
愚
。
待
罪
宰
輔
。
陛
下
至
徳
。
惟
人
是
他
。
先
校
誼
弊
。
無
斯
之
甚
。
詩
出
之
以
臨
有
司
。
度
宮
中

経
費
。
一
歳
幾
何
。
量
数
奉
入
。
不
敢
腐
用
。
如
此
。
然
後
可
以
議
政
。
惟
陛
下
察
鷲
。

と
あ
る
如
く
、
徳
宗
の
と
き
に
な
る
と
、
宰
相
楊
炎
が
そ
の
弊
害
を
論
じ
、
国
政
費
は
外
廷
の
有
司
に
帰
す
べ
き
こ
と
を
奏
請
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
冊
府
元
亀
池
田
邦
計
部
・
経
費
・
徳
宗
大
暦
十
四
年
十
二
月
己
卯
の
条
に
、

詔
目
。
凡
財
庫
皆
臨
左
臓
庫
。
一
日
間
引
式
。
毎
歳
於
敷
中
。
採
精
好
之
物
三
五
十
寓
匹
。
進
納
大
盈
庫
。
而
度
支
先
以
全
数
問
。

と
あ
り
、
徳
宗
は
国
庫
の
事
務
を
旧
制
に
復
し
て
左
蔵
庫
に
移
す
こ
と
に
同
意
は
し
た
も
の
の
、
租
賦
の
中
か
ら
精
好
の
物
三
五
十
万
匹
を
割

い
て
大
盈
庫
に
進
納
せ
し
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
徳
宗
に
と
っ
て
、
国
庫
を
直
接
掌
握
す
る
こ
と
が
、
帝
権
強
化
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
こ

と
は
承
知
の
う
え
で
、
こ
の
処
置
を
と
っ
た
の
に
は
、
や
は
り
理
由
が
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
前
述
の
如
く
、
内
廷
に
財
賦
が
貯
積

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
宜
官
の
弊
害
が
生
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
更
に
大
き
な
要
因
と
し
て
、
代
宗
の
末
年
に
い
た
る
や
、
よ
う
や

く
税
収
が
増
加
し
、
国
家
財
政
に
余
裕
を
生
じ
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
徳
宗
は
即
位
早
々
政
治
の
刷
新
、
朝
威
の
再
興
に
積
極
的
に

取
り
組
む
の
で
あ
る
が
、
こ
の
改
革
も
、
中
央
の
財
政
機
構
の
整
備
に
も
と
づ
く
国
家
体
制
確
立
の
方
策
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
、
こ
の
と
き
に
左
蔵
庫
よ
り
毎
歳
精
好
の
物
三
五
十
万
匹
を
納
入
せ
し
め
る
定
額
制
を
設
け
て
い
る
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
も
内
庫
を
帝
権

強
化
の
財
政
的
基
盤
と
せ
ん
と
す
る
意
図
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

所
で
、
徳
宗
か
ら
憲
宗
に
か
け
て
の
内
廓
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
は
、
既
に
日
野
教
授
が
「
支
那
中
世
の
軍
閥
」
中
に
論
及
さ
れ
、
最
早
賛

言
を
要
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
若
干
の
愚
考
を
補
筆
し
て
み
た
い
。

さ
て
、
徳
宗
の
中
央
集
権
へ
の
施
策
は
、
た
ち
ま
ち
諸
藩
鎮
の
猛
烈
な
反
撃
を
受
け
て
失
敗
し
、
や
む
な
く
奉
天
に
蒙
塵
し
た
た
め
、
当
時



「
理
林
・
大
盈
ニ
庫
。
金
J

吊
盈
齢
」
と
い
わ
れ
た
内
庫
の
貯
積
も
、
旧
唐
警
…
沼
下
朱
批
伝
に
、

Lur 

批
自
枕
其
宅
。
日
潜
出
官
。
悉
移
内
庫
珍
貨
環
賛
。
以
賢
之
。

E

的
。
無
幾
百
姓
劉
奪
其
珍
費
。
枇
不
能
禁
止
。

と
あ
る
如
く
、
悉
く
散
供
し
て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
よ
り
の
ち
、
因
循
政
策
に
後
退
し
た
徳
宗
は
、
内
庫
へ
の
衆
財
に
専
念
す
る
よ

う
に
な
る
の
で
あ
る
。
資
治
通
鑑
一
吉
唐
紀
・
徳
宗
・
貞
元
十
二
年
六
月
の
条
に
、

初
上
以
奉
天
宏
之
oh
故
還
宮
以
来
c
尤
専
意
来
徴
。
藩
鋲
多
以
進
奉
市
恩
c
皆
云
。
税
外
方
園
。
亦
云
。
用
度
羨
齢
。
其
賓
或
割
留
常
賦
。

或
増
数
百
姓
。
或
減
刻
利
禄
。
戎
販
盟
高
競
果
。
往
往
私
自
入
。
所
進
綾
什
一
二
。
李
兼
在
江
西
。
有
月
進
。
掌
皐
在
西
川
。
有
日
進
。
云

-;z:;; 。

と
あ
り
、
徳
宗
が
衆
財
の
必
要
か
ら
進
山
本
を
歓
迎
す
る
の
態
度
を
知
り
、
諸
藩
鋲
は
方
円
・
羨
余
と
称
し
て
益
ん
に
進
奉
を
行
な
い
、
恩
寵
を

求
め
て
日
進
・
月
進
を
な
す
者
す
ら
出
ず
に
い
た
っ
た
と
い
う
。
更
に
ま
た
、
資
治
通
鑑
玲
一
一
一
唐
紀
。
徳
宗
・
貞
元
三
年
九
月
の
条
に
、

上
山
詞
李
泌
目
。
毎
歳
諸
道
貢
献
。
共
直
銭
五
十
高
紺
。
今
政
僅
得
三
十
寓
紺
ω

言
此
誠
知
失
鰐
。
然
宮
中
用
度
殊
不
足
。
泌
目
。
古
者
天

子
不
私
求
財
。
今
諦
歳
供
宮
中
銭
百
高
緋
ω

願
陛
下
不
受
諾
道
貢
献
。
及
罷
宣
索
。
必
有
所
須
。
詩
降
紋
折
税
。
不
使
姦
吏
因
縁
詠
剥
。

上
従
之
。

と
み
え
、
諸
道
の
進
奉
勧
奨
の
ほ
か
に
、
宣
索
を
も
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
宣
索
に
つ
い
て
は
、
右
文
の
胡
註
に
、

遣
中
使
。
以
聖
旨
就
有
司
。
宣
取
銭
物
。
謂
之
宣
索
。

と
あ
る
か
ら
、
勅
使
が
直
接
地
方
に
差
遣
さ
れ
、
財
物
を
宜
取
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
徳
宗
の
こ
う
し
た
極
端
な
衆
財
蓄
積
が
、
国
家
の
財
政

運
転
の
う
え
に
少
か
ら
ざ
る
障
碍
と
な
る
こ
と
は
、
先
掲
記
事
の
諸
藩
鎮
の
官
物
盗
取
及
び
宰
相
李
泌
が
姦
吏
の
百
姓
諒
剥
を
理
由
に
諸
道
の

貢
献
、
宜
索
を
廃
止
せ
ん
こ
と
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
と
な
る
。
し
か
し
、
徳
宗
の
宣
索
は
宰
相
の
回
を
か
す
め
て
続
け
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
資
治
通
鑑
功
一
一
－
一
唐
紀
・
徳
宗
・
貞
元
四
年
二
月
の
条
に
、

元
友
直
運
准
南
銭
吊
二
十
高
。
李
泌
悉
輸
之
大
盈
庫
。
然
上
猶
数
有
宜
索
。
伯
軟
諸
道
。
勿
令
宰
相
知
。
泌
聞
之
。
伺
候
而

至
長
安
。

唐
未
内
庫
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
（
室
氷
）

。



庶
末
内
庫
の
存
在
形
態
に
つ
い
て

（
室
永
）

。

不
敢
言
。

と
あ
る
は
、
そ
れ
を
知
る
好
例
で
あ
る
。

で
は
、
徳
宗
は
何
故
に
か
く
も
内
摩
へ
の
家
財
に
積
極
的
で
あ
っ
た
の
か
。

「
即
位
直
後
の
討
藩
失
敗

に
よ
る
威
信
の
失
墜
か
ら
、
藩
鎮
中
に
正
規
の
賦
税
を
納
入
し
な
い
惑
横
の
者
が
多
く
、
朝
廷
の
財
政
充
実
は
進
奉
勧
奨
と
い
う
変
則
的
な
方

法
に
よ
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
日
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
更
に
一
言
附
加
え
る
な
ら
ば
、
資
治
通
鑑
一
定
唐
紀
・
憲
宗
・
元
和
七
年
三

そ
の
主
た
る
原
因
を
日
野
教
授
は
、

月
の
条
に
、

上
嘗
問
宰
相
。
貞
元
中
。
政
事
不
理
。
何
乃
至
比
。
李
吉
甫
針
目
。
徳
宗
自
任
聖
智
。
不
信
宰
相
。
云
云
。

と
あ
り
、
ま
た
、
同
番
一
坊
に
同
紀
・
窓
宗
・
元
和
十
年
六
月
の
条
に
、

初
徳
宗
多
猪
忌
。
朝
士
有
相
過
従
者
。
金
吾
皆
伺
察
以
問
。
宰
相
不
敢
私
第
見
客
。
云
云
。

と
あ
る
如
く
、
失
意
の
徳
宗
に
と
っ
て
は
、
宰
相
す
ら
も
信
ず
る
こ
と
が
出
来
ず
、
他
日
の
再
挙
を
期
す
る
た
め
に
は
、
徳
宗
の
側
近
機
関
が

集
中
的
に
権
力
を
持
つ
ほ
か
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
徳
宗
が
禁
軍
の
掌
握
の
た
め
、
宜
官
を
用
い
て
護
軍
中
尉
の
職
制
を
設
け
た
こ

と
、
更
に
は
監
軍
使
制
の
整
備
拡
充
に
努
め
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
示
す
証
例
と
な
ろ
う
。

こ
う
し
た
帝
権
強
化
へ
の
施
策
は
、
憲
宗
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
憲
宗
が
強
藩
鎮
を
屈
せ
し
め
て
、
朝
権
を
確
固
た
る
も
の
と
し
た
要

因
に
、
翰
林
学
士
院
・
枢
密
院
等
の
側
近
機
関
に
権
力
を
集
中
し
、
そ
れ
に
も
と
つ
ぐ
中
央
集
権
体
制
の
整
備
強
化
が
確
立
し
た
点
が
指
摘
さ

れ
る
が
、
こ
う
し
た
意
味
か
ら
、
憲
宗
の
と
き
の
内
庫
に
つ
い
て
も
、
日
野
教
授
が
、
「
憲
宗
は
徳
宗
の
衆
財
蓄
積
を
承
け
て
、
更
に
こ
れ
を

一
層
推
進
し
た
の
で
あ
る
が
、

一
方
に
お
い
て
、
数
百
高
締
を
注
ぎ
込
む
大
弾
圧
を
操
返
し
、
そ
の
戦
費
と
し
て
蓄
銭
を
吐
き
出
し
て
い
た
の

で
あ
っ
て
、
帝
の
努
力
に
成
る
蓄
財
が
次
か
ら
次
へ
と
戦
費
に
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
加
う
る
に
、
帝
は
ま
た
時
に
銭
重
緩
和
の
た
め
の
蓄

銭
放
出
を
行
な
い
人
心
を
維
持
し
て
行
く
こ
と
も
忘
れ
な
か
っ
た
。
か
く
て
帝
の
一
代
は
収
納
滞
臓
と
支
用
放
出
と
が
交
互
に
繰
返
へ
さ
れ
収

支
が
調
整
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
所
謂
国
家
財
政
の
予
備
金
庫
的
性
格
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
天
子
の
側
近
機



闘
と
し
て
の
内
庫
が
、
国
家
財
政
面
に
お
い
て
、
非
常
用
備
蓄
の
機
関
と
し
て
集
中
的
に
重
要
性
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は

と
り
も
な
お
さ
ず
朝
権
確
立
の
一
翼
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
内
庫
に
は
、
国
家
財
政
の
運
用
を
補
助
す
る
た
め
の
支
用
及
び
予
備
金
庫
と
い
う
公
的
性
格
と
天
子
の
内
廷
生
活
を
維
持
し
て

ゆ
く
私
的
性
格
と
の
両
面
が
形
成
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
前
者
が
積
極
的
な
側
面
を
み
せ
た
の
は
、
憲
宗
朝
の
中
頃
ま
で

明
、
帝
の
朝
権
確
立
の
願
望
が
達
成
さ
れ
た
の
ち
に
お
い
て
は
、
後
者
の
側
面
が
次
第
に
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
資
治
通
鑑
酷
一
一
一

唐
紀
・
憲
宗
・
元
和
十
五
年
冬
十
月
壬
午
の
条
に
、

諌
議
大
夫
鄭
輩
・
窪
田
等
五
人
進
言
。
陛
下
宴
梁
過
多
。
政
遊
無
度
。
今
胡
冠
郎
一
境
、
忽
有
急
奏
。
不
知
莱
輿
所
在
。
又
長
タ
輿
侶
優
押

暗
。
賜
興
過
厚
。
夫
金
吊
皆
百
姓
膏
血
。
非
有
功
不
可
興
。
雄
内
蔵
有
齢
。
願
陛
下
愛
之
。
寓
一
四
方
有
事
。
不
復
使
有
司
重
数
百
姓
。

と
あ
り
、
諌
官
が
内
廷
の
奪
修
を
指
摘
し
、
国
家
非
常
の
た
め
に
も
内
障
の
濫
費
を
や
め
て
ほ
し
い
と
諌
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
内
廷
の
奪
修

は
、
同
書
一
定
同
紀
・
憲
宗
・
元
和
五
年
十
二
月
の
条
の
胡
誌
に
、

准
西
既
平
。
帝
之
所
衆
。
適
矯
踊
修
之
資
耳
。

も
と
あ
る
如
く
、
准
西
の
呉
元
済
を
討
伐
し
た
元
和
十
二
年
頃
か
ら
み
ら
れ
、
そ
の
来
財
も
騎
修
の
費
を
得
る
た
め
の
も
の
に
な
り
始
め
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
書
酪
巳
同
紀
＠
憲
宗
・
元
和
十
三
年
九
月
の
条
に
、

准
西
既
平
。
上
浸
騎
修
。
戸
部
侍
郎
・
判
度
支
皇
甫
鈍
。
衛
尉
卿
・
臨
仙
一
林
道
使
程
昇
。
暁
其
意
。
数
進
羨
齢
。
以
供
其
費
。

と
あ
り
、
ま
た
、
旧
唐
番
地
任
李
静
伝
に
、

憲
宗
目
。
戸
部
比
有
進
献
。
至
卿
溺
無
何
也
。
静
目
。
持
戸
部
銭
献
入
内
臓
。
是
用
物
以
結
私
息
。

と
あ
る
如
何
、
度
支
・
塩
鉄
・
戸
部
三
司
の
羨
余
も
、
そ
の
た
め
の
費
用
と
し
て
進
入
せ
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
中
央
の
財
政
官
司

の
ほ
か
に
、
地
方
の
諸
藩
鎮
か
ら
の
進
奉
勧
奨
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
目
。
資
治
通
鑑
酪
一
一
一
唐
紀
・
憲
宗
・
元
和
十
四
年
秋
七
月

甲
午
の
条
に
、唐

末
内
庫
の
存
在
形
態
に
つ
い
て

（
室
、
水
）

一O
三



唐
末
内
庫
の
存
在
形
態
に
つ
い
て

（
室
氷
〉

一O
四

自
准
西
用
兵
以
来
。
度
支
・
盟
鶴
及
四
方
争
進
奉
。
謂
之
助
軍
。
賊
平
又
進
奉
。
謂
之
賀
嘩
。
後
又
進
奉
。
謂
之
助
賞
。
上
加
算
蹴
。
又

進
奉
。
亦
謂
之
賀
躍
。

と
あ
り
、
地
方
の
諸
藩
鎮
が
争
っ
て
助
軍
・
賀
礼
・
助
賞
等
の
名
目
を
も
っ
て
進
奉
を
行
っ
て
い
る
が
、
胡
三
省
は
、
こ
れ
ら
の
進
奉
に
註
し

て
「
元
和
進
奉
之
弊
」
と
指
摘
し
て
い
話
。
更
に
ま
た
、
冊
府
元
亀
品
立
邦
計
部
・
一
通
調
に
、

皇
甫
錦
。
憲
宗
元
和
末
。
魚
門
下
侍
郎
平
章
事
・
判
度
支
。
時
内
出
滞
貨
。
付
度
支
佑
費
。
多
陳
朽
物
。
錦
壷
以
善
憤
買
之
。
以
給
辺
筆
。

羅
穀
縮
採
。
偶
之
而
化
。
随
手
散
壊
。
軍
士
怨
怒
。
皆
衆
而
焚
之
。

と
あ
る
如
く
、
元
和
末
年
に
な
る
と
、
滞
貨
に
よ
っ
て
朽
敗
し
た
羅
穀
・
絹
綜
等
を
度
支
に
対
し
て
売
り
出
し
見
銭
を
得
る
と
い
う
、
一
種
の

商
行
為
す
ら
も
行
な
う
よ
う
に
な
っ
て
い
向
。

さ
て
、
次
の
穆
宗
は
、
憲
宗
が
官
官
に
拭
逆
せ
ら
れ
た
の
ち
、
物
情
騒
然
た
る
中
に
即
位
し
た
凡
庸
放
蕩
の
主
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

小
康
的
な
安
定
し
た
政
治
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
憲
宗
の
残
し
た
蓄
財
と
藩
鎮
体
制
の
改
革
に
よ
る
朝
権
の
確
立
に
負
う
た
と
こ
ろ

大
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
次
の
敬
宗
が
十
六
才
の
若
さ
で
即
位
し
、
遊
敗
に
ふ
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
よ
う
や
く
憲
宗
の
残
し
た
蓄
財
も
乏
し

く
な
り
、
冊
府
元
亀
池
田
邦
計
部
・
経
費
・
宝
暦
二
年
七
月
壬
辰
の
条
に
、

戸
部
侍
郎
窪
元
略
。
進
准
宣
索
見
在
左
蔵
庫
挺
銀
及
銀
器
十
高
両
・
金
器
七
千
雨
。
奮
制
。
戸
部
所
管
金
銀
器
。
悉
貯
於
左
蔵
庫
。
時
帝

意
欲
使
於
賜
輿
。
故
命
謹
輪
内
職
。

と
あ
る
如
く
、
左
蔵
庫
に
貯
積
さ
れ
て
い
た
戸
部
所
管
の
金
銀
器
に
対
し
て
す
ら
宣
索
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

内
庫
と
延
資
庫

憲
宗
が
宜
官
の
毒
手
に
倒
れ
て
以
来
、
帝
位
を
め
ぐ
っ
て
の
官
官
の
跳
梁
は
著
し
く
、
文
宗
は
か
か
る
宜
官
の
抑
圧
を
行
な
っ
て
政
治
の
刷

新
を
図
ら
ん
と
し
た
。
そ
の
第
一
歩
が
、
資
治
通
鑑
酷
一
一
一
唐
紀
・
敬
宗
・
宝
暦
二
年
十
二
月
の
条
に
、

上
（
款
）
自
室
塁
。
深
知
雨
朝
之
弊
。
及
即
位
。
盟
問
求
治
Q

去
奪
従
検
。
詔
。
宮
女
非
有
職
掌
者
。
皆
出
之
Q

中
略
。
五
坊
鷹
犬
Q

準

II 



元
和
故
事
。
中
略
。
有
司
供
宮
禁
年
支
物
。
並
準
貞
元
故
事
。
省
教
坊
・
翰
林
組
監
冗
食
千
二
百
儀
員
。
停
諸
司
新
加
衣
糧
。
御
馬
坊
場
。

及
近
歳
別
貯
銭
穀
。
所
占
肢
回
。
悉
障
之
有
司
。
先
宣
索
組
繍
彫
鶴
之
物
。
悉
罷
之
。

と
あ
る
如
く
、
多
く
の
宜
官
を
も
っ
内
廷
の
粛
清
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
次
に
官
官
を
一
挙
に
討
減
し
よ
う
と
し
た
甘
露
の
変
が
失
敗
に
終
る
や
、

逆
効
果
と
し
て
、
反
っ
て
官
官
の
専
権
を
致
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

悲
運
の
中
に
崩
じ
た
文
宗
に
代
っ
て
即
位
し
た
の
が
武
宗
で
あ
る
。
武
宗
も
ま
た
、
官
官
に
擁
立
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
帝
の
宜
官

に
対
す
る
感
度
は
抑
圧
的
で
、
宰
相
李
徳
裕
を
重
用
し
、
宜
官
の
政
治
的
拾
頭
を
抑
え
る
こ
と
に
努
め
て
い
た
。
資
治
通
鑑
鴎
心
唐
紀
・
武
宗

－
会
昌
五
年
九
月
の
条
に
、

李
徳
裕
謂
置
備
謹
庫
。
令
戸
部
歳
入
銭
高
十
二
高
匹
。
度
支
・
腫
餓
歳
入
銭
県
十
三
寓
図
。
中
3
。
凡
諸
道
所
進
助
軍
財
貨
。
皆
入
鷲
。

紅
側

以
度
支
部
中
判
之
。

、
と
あ
る
備
辺
庫
の
設
置
は
、
か
か
る
朝
廷
の
－
証
争
を
知
っ
て
、
始
め
て
そ
の
意
味
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
非
常
用
備
蓄
の
財
庫

た
る
役
割
を
も
果
し
た
の
が
内
庫
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
述
し
た
如
く
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
こ
こ
に
お
い
て
、
更
に
一
つ
備
辺
庫
と
称
す
る
非

常
用
の
蓄
財
を
掌
る
機
闘
が
出
来
た
の
は
、
官
官
に
容
蟻
の
隙
を
与
え
な
い
が
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
き
に
触
れ
た
よ
う
に
、
内
廷

に
対
す
る
文
宗
の
粛
清
の
手
が
加
へ
ら
れ
て
、
官
官
が
巣
喰
っ
て
い
た
内
庫
の
財
を
削
ら
れ
た
た
め
、
自
ら
そ
の
財
政
上
に
お
け
る
重
要
性
は

失
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
武
宗
が
宰
相
李
徳
裕
の
意
見
に
よ
り
備
辺
庫
を
創
置
し
、
こ
れ
に
戸
部
・
度
支
・
塩
鉄
三
司
の
銭
物
を

充
て
た
ば
か
り
で
な
く
、
当
然
内
庫
に
収
納
さ
る
べ
き
諸
道
進
奉
の
助
軍
財
貨
を
も
輸
納
せ
し
め
て
い
る
こ
と
は
、
備
辺
庫
を
も
っ
て
宜
官
の

専
管
に
属
し
、
そ
の
財
を
濫
費
す
る
こ
と
の
多
い
内
庫
に
替
え
ん
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
即
ち
、
内
庫
は
こ
こ
に
お
い
て
、
再

び
純
私
的
な
機
関
に
戻
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
武
宗
は
政
治
を
専
ら
宰
相
李
徳
裕
に
任
せ
た
が
、
彼
も
ま
た
期
待
に
応
え
る
政
治
を
行
な
い
、
自
立
を
策
し
た
藩
鎮
、
昭
義
討
代
に

も
成
功
を
収
め
、
抑
藩
振
朝
の
実
を
あ
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
李
徳
裕
執
政
の
成
功
の
原
因
は
、

ひ
と
え
に
こ
の
備
辺
庫
の
財
政
的
基

唐
末
内
庫
の
存
在
形
態
に
つ
い
て

（
室
、
水
）

－O五



唐
末
内
康
の
存
在
形
態
に
つ
い
て

（
室
永
）

一O六

盤
の
確
立
に
為
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
資
治
通
鑑
一
一
位
唐
紀
・
蕗
宗
・
戚
通
元
年
冬
十
月
丁
亥
の
条
の
胡
註
に
、
金
華
子
雑
編
に
出
ず
と

し
て
、
宣
宗
嘗
私
行
経
延
資
庫
。
見
庚
慶
連
綿
銭
吊
山
積
。
問
左
右
目
。
誰
潟
此
庫
。
侍
臣
針
目
。
宰
相
李
徳
裕
執
政
。
日
以
天
下
毎
歳
備
用
之

儀
。
自
是
巴
来
。
謹
庭
有
急
。
支
備
無
乏
者
。
弦
責
有
頼
。
云
云
。

と
あ
り
、
宣
宗
の
と
き
に
い
た
っ
て
も
、
延
資
庫
は
「
康
医
連
綿
銭
串
山
積
」
の
状
態
を
示
し
、
非
常
用
備
蓄
の
財
政
機
関
と
し
て
重
大
な
位

置
を
占
め
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
確
め
ら
れ
よ
う
。
備
辺
庫
が
延
資
庫
と
改
称
せ
ら
れ
た
の
は
、
前
述
の
如
く
、
宣
宗
に
な
っ
て

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
新
唐
書
兆
五
食
貨
志
に
、

宣
宗
更
蹴
延
資
庫
。
初
以
度
支
郎
中
判
之
。
至
是
。
以
岡
崎
宰
相
。
其
任
益
重
。

と
為
る
如
く
、
延
資
庫
は
宰
相
に
属
す
る
も
の
と
な
り
、
延
資
庫
の
長
た
る
延
資
庫
使
は
宰
相
の
兼
職
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
の
宰
相
は
戸
部
・

塩
鉄
・
度
支
三
司
の
長
の
兼
任
に
加
え
て
財
庫
を
も
掌
握
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
権
限
は
著
し
く
伸
張
し
た
。
か
く
し
て
延
資
庫
は
、
内
庫

．
左
蔵
庫
を
凌
駕
す
る
重
要
性
を
得
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

所
で
、
武
宗
並
び
に
宣
宗
の
安
定
し
た
時
代
も
、
暗
愚
放
逸
な
る
鵡
宗
が
即
位
同
、
宣
官
が
再
び
権
力
を
弄
し
私
欲
を
図
る
よ
う
に
な
る
と
、

た
ち
ま
ち
平
衡
を
失
っ
て
国
家
財
政
は
素
乱
に
陥
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
延
資
庫
へ
の
収
貯
も
次
第
に
困
難
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
冊
府
元
亀
鳩
町
一
邦
計
部
・
経
費
・
威
通
八
年
九
月
丁
酉
の
条
の
延
資
庫
使
曹
確
の
上
奏
に
、

伏
以
。
所
置
延
資
庫
。
初
備
選
詩
名
。
至
大
中
三
年
Q

始
改
A
7
抗
。
若
財
物
不
充
。
則
名
額
虚
設
。
営
置
制
之
時
Q

所
令
三
司
逐
年
分
改

減
送
嘗
使
牧
管
元
勅
。
只
有
銭
致
。
但
令
本
司
減
割
送
庫
。
不
定
色
目
。
以
此
因
循
。
漸
県
洲
町
制
。
年
月
既
久
。
積
欠
脚
多
。
慨
無
計
以
徴

牧
。
乃
指
色
以
取
情
。
梢
稀
備
漫
名
披
。
得
遜
元
勅
指
揮
。
乃
割
戸
部
除
阿
八
十
文
内
十
五
文
牧
管
。
及
戸
部
請
逐
年
送
庫
。
須
具
票
従
。

今
既
積
欠
又
多
。
終
慮
不
及
期
限
Q

臣
今
酌
量
。
請
諸
道
州
府
場
監
院
。
合
送
戸
部
銭
絹
内
分
配
。
令
勤
留
不
合
送
納
。
延
資
庫
敷
目
。

令
本
慮
別
矯
綱
運
ω

興
戸
部
綱
同
送
上
都
Q

直
納
延
資
庫
。
則
戸
部
免
有
趨
鯨
Q

不
至
累
年
積
欠
。
従
之
。



と
あ
り
、
宰
相
兼
延
資
庫
使
の
曹
確
が
、
次
第
に
増
加
す
る
積
欠
打
開
策
と
し
て
、

部
が
充
分
に
接
与
で
き
ぬ
の
で
、
直
接
に
諸
道
州
府
の
場
監
院
か
ら
収
納
す
る
よ
う
に
し
た
と
み
与
え
る
の
は
、
当
時
の
延
資
庫
の
状
感
を
示
す

一
部
分
の
除
問
銭
を
収
管
す
る
よ
う
に
し
た
も
の
の
、
戸

好
例
で
あ
る
。

次
の
倍
宗
の
時
代
は
、
そ
の
初
め
か
ら
圏
内
騒
然
た
る
も
の
が
あ
り
、

つ
い
に
王
仙
芝
・
黄
巣
等
の
大
流
賊
を
惹
起
す
る
に
い
た
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
よ
り
地
方
落
鎮
の
独
立
化
の
傾
向
は
著
し
く
、
国
庫
、
内
庫
の
収
貯
は
、
資
治
通
鑑
尚
一
一
一
唐
紀
・
倖
宗
・
広
明
元
年
六
月
の
条
に
、

租
賦
大
半
。
不
入
京
師
。
（
度
支
・
戸
部
・
躍
一
位
）
三
使
・
内
庫
。
由
弦
空
掲
む

と
い
わ
れ
る
様
相
を
呈
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
ω

し
か
も
朝
廷
に
あ
っ
て
は
、
諮
宗
以
来
の
套
修
の
風
甚
し
く
、
僅
か
十
二
才
に
て

即
位
し
た
傍
宗
は
、
た
だ
遊
戯
に
ふ
け
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
政
治
は
全
く
官
官
田
令
孜
の
撞
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
新
唐
書
偽
に

回
令
孜
伝
に
、

帝
資
狂
昏
。
故
政
事
一
委
之
。
呼
震
父
。
市
荒
酎
無
除
。
法
左
蔵
・
斉
天
諸
庫
金
幣
。
賜
伎
子
・
歌
児
者
日
釦
高
。
闘
用
耗
輩
。
令
孜
語

Lμ
’
 

内
閣
小
児
芳
希
復
・
王
土
成
等
。
勤
帝
籍
京
師
雨
市
蕃
旅
・
華
商
賓
貨
。
興
送
内
庫
。
！
略
。
令
孜
知
帝
不
足
惜
、
則
販
営
官
爵
。
除
拝

不
待
旨
。
保
賜
緋
紫
。
不
以
問
。
云
云
。

と
あ
る
如
く
、
左
蔵
・
斉
天
の
国
庫
も
内
廷
の
私
財
と
し
、
更
に
は
両
市
の
蕃
旅
・
華
商
の
宝
貨
を
籍
し
て
、
内
庫
に
挙
送
す
る
有
様
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
こ
の
頃
に
な
る
と
、
宰
相
に
属
す
る
延
資
庫
の
財
も
、
恐
ら
く
帝
の
費
消
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
か
く

て
、
黄
巣
の
乱
の
終
っ
た
光
啓
年
間
以
降
は
、
朝
廷
は
全
く
天
下
を
支
配
す
る
権
力
で
は
な
く
、
漸
く
京
師
を
中
心
と
す
る
名
目
の
み
の
中
央

政
権
に
過
ぎ
ぬ
存
在
と
な
っ
て
い
た
。

次
の
昭
宗
は
英
気
に
満
ち
た
青
年
天
子
で
あ
り
、
朝
権
再
興
の
志
を
抱
き
、
天
子
私
兵
た
る
殿
後
四
軍
を
創
置
し
、
財
政
回
復
の
た
め
、
延

資
摩
・
度
支
・
戸
部
・
塩
鉄
等
を
一
本
化
し
て
、
宰
相
一
人
に
兼
領
せ
し
め
る
な
ど
の
施
策
を
展
開
し
た
が
、
時
勢
は
全
く
非
に
し
て
、
単
に

強
藩
鎖
、
特
に
朱
全
忠
・
李
克
用
・
李
茂
貞
の
争
覇
の
渦
中
に
浮
動
し
た
一
地
方
勢
力
で
し
か
な
く
、
以
っ
て
滅
亡
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

唐
末
内
庫
の
存
在
形
態
に
つ
い
て

（
室
水
）

一O
七



唐
末
内
庫
の
存
在
形
態
に
つ
い
て

（室、氷）

結

び

に

か

え

て

一O
八

以
上
、
不
充
分
な
が
ら
、
玄
宗
朝
か
ら
唐
極
末
に
か
け
て
の
段
階
で
、
天
子
の
内
庫
の
支
配
形
態
と
、
そ
の
政
治
的
・
財
政
的
動
向
と
を
、

相
互
に
関
連
し
合
い
規
制
し
合
う
も
の
と
し
て
捉
え
よ
う
と
試
み
て
き
た
。
そ
し
て
内
庫
の
存
在
形
態
と
い
う
財
政
上
の
一
小
部
分
の
問
題
に

お
い
で
さ
え
、
唐
末
混
乱
期
の
財
政
機
構
を
考
え
る
上
に
重
要
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
と
い
う
事
実
を
跡
づ
け
得
た
と
思
う
。
た
だ
、
内

庫
を
め
ぐ
る
問
題
点
も
多
く
を
残
し
、
問
題
の
掘
下
げ
が
浅
く
、
単
な
る
素
描
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
切
に
各
位
の
御
叱
正
を
賜
わ
り

た
い
と
思
う
。

註

（
1
）
東
庫
が
東
左
蔵
庫
、
西
庫
が
西
左
蔵
庫
と
も
い
わ
れ
た
乙
と
は
、
通

鑑
巻
二
二
ハ
天
宝
八
載
春
二
月
条
胡
註
参
照
。

（
2
〉
新
唐
書
巻
四
八
百
官
志
、
旧
唐
書
巻
一
三
五
裟
延
齢
伝
参
照
。
尚
、

唐
会
要
巻
六
O
監
察
御
史
に
よ
る
と
、
左
蔵
庫
出
納
の
監
督
が
、
初
期

は
監
察
御
史
の
職
務
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
殿
中
侍
御
史
に
改
め
ら

れ
た
と
あ
る
。

〈

3
）
乙
の
内
庫
は
、
外
廷
の
内
右
蔵
庫
で
あ
る
。

（
4
）
大
唐
六
典
巻
一
二
内
侍
省
・
内
府
局
に
は
「
中
宮
蔵
」
と
あ
る
。

〈

5
〉
新
唐
音
一
国
巻
一
三
四
王
鉄
伝
、
冊
府
元
品
目
巻
五
一
一
邦
計
部
・
希
旨
に

も
同
内
容
記
事
が
あ
る
。

〈

6
）
遇
鑑
巻
二
二
八
建
中
四
年
十
月
丙
午
条
胡
註
に
は
「
宗
白
目
。
大
盈

庫
内
庫
也
」
と
あ
る
。

〈

7
）
旧
唐
書
巻
一

O
七
涼
溶
伝
に
は
「
又
於
宮
中
置
維
城
庫
。
諸
王
月
俸

物
。
約
之
而
給
用
」
と
あ
る
か
ら
、
玄
宗
の
乙
の
乙
ろ
、
宮
中
に
数
多

く
の
康
政
が
設
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（8
）
矢
野
教
授
「
唐
代
官
官
権
勢
獲
得
因
由
考
」
（
史
学
雑
誌
六
三
ノ
一

O
）
参
照
。

（9
）
瑳
林
庫
使
に
つ
い
て
は
、
旧
唐
書
巻
一
五
三
蒔
存
誠
伝
参
照
。

（
叩
〉
内
庫
に
軍
器
が
沢
山
備
付
け
て
あ
っ
た
乙
と
は
、
超
一
克
一
の
奉
天
録

巻
一
に
「
城
踏
之
上
。
細
倒
松
脂
五
十
車
。
内
庫
附
刀
五
千
日
。
’
日
万

如
雪
。
排
次
如
鱗
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
乙
の

軍
器
を
製
造
し
た
の
は
、
通
鑑
巻
二
五
二
成
通
十
三
年
五
月
条
胡
註
に

「
内
作
坊
使
。
内
諸
司
使
之
一
。
掌
内
庫
軍
器
」
と
あ
り
、
内
作
坊
使

司
で
あ
っ
た
。

（
日
）
全
唐
文
巻
七

O
六
李
徳
裕
・
論
朝
廷
事
体
状
に
よ
る
と
「
章
宏
質
所

論
。
宰
相
不
合
兼
領
銭
穀
」
と
あ
る
。

（
臼
）
乙
の
改
正
の
政
治
的
背
景
と
し
て
、
武
宗
が
宰
相
に
任
せ
き
り
の
宰

相
政
治
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
官
室
小
は
樹
党
の
札
機
を
避
け
る
た
め
、

親
政
政
治
を
行
な
っ
た
乙
と
も
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。



（
臼
）
旧
唐
書
巻
一
一
八
栃
炎
伝
、
通
鋭
巻
二
二
六
大
府
十
四
年
十
二
月
条

に
も
同
内
容
記
事
が
あ
る
。

（
川
崎
）
日
野
教
授
「
両
税
法
以
前
に
於
け
る
唐
の
権
出
法
」
（
社
会
経
済
史

学
二
六
ノ
二
）
、
砂
波
法
氏
「
三
司
伎
の
成
立
川
米
の
変
革
と
使
職
」

（
史
林
四
四
ノ
四
〉
0

（
日
）
通
鑑
巻
二
二
八
建
中
四
年
冬
十
月
丙
午
条
。

（
お
）
臼
野
教
授
「
両
税
法
と
物
価
同
」
（
東
洋
史
学
十
三
精
）
O

（
げ
）
矢
野
教
授
「
唐
代
監
軍
使
制
の
確
立
に
つ
い
て
」
（
凶
日
本
史
学
一

四
号
）
。

（
時
）
註
（
印
）
論
文
参
照
。

（m
U
）
通
鍛
巻
二
三
九
沿
わ
七
年
冬
十
月
条
に
は
「
政
所
以
恕
衣
非
食
。
苔

衆
貨
財
。
正
為
欲
平
定
四
方
。
不
然
。
徒
貯
之
府
庫
。
何
為
」
と
あ
る
。

（
初
）
通
鑑
巻
二
三
八
元
利
六
年
春
正
月
条
に
は
「
上
問
。
故
事
戸
部
侍
郎

皆
進
羨
余
。
卿
独
無
進
。
何
也
」
と
あ
る
。

（
幻
）
窓
宗
は
元
和
四
年
正
月
に
進
奉
停
止
の
詔
を
出
し
て
い
る
。
だ
が
、

進
奉
が
取
水
財
方
法
と
し
て
魅
力
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
通
銃
巻

二
三
七
一
万
和
四
年
夏
四
月
条
胡
註
に
「
外
示
不
受
献
。
内
実
欲
其
来
献

也
」
と
み
え
て
い
る
。
尚
、
新
唐
書
巻
五
二
食
貨
志
に
よ
る
と
「
及
劉

閥
・
李
錆
既
半
。
普
蔵
入
内
庫
」
と
あ
る
か
ら
、
当
初
は
、
討
伐
し
た

務
州
酬
の
貯
般
を
内
向
障
に
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
担
）
全
唐
文
巻
六
四
五
李
緯
・
請
散
内
庫
怒
柏
市
庶
疏
の
一
節
に
、
進
奉
の

弊
に
つ
い
て
「
今
内
蔵
秘
財
。
来
者
必
納
。
唯
一
則
進
入
之
数
。
不
関
車
部

品
以
之
由
。
方
銀
皆
哀
刻
於
人
。
以
進
献
為
号
。
因
縁
姦
盗
。
半
入
私
家
。

唐
末
内
庫
の
存
在
形
態
に
つ
い
て

（
室
、
水
）

一
白
姓
判
似
川
泊
。
兆
人
興
誘
」
と
あ
る
。

（
お
）
肌
山
内
山
元
州
地
巻
四
八
四
邦
計
部
・
経
政
・
一
万
和
十
二
年
九
月
、
翌
十
三

年
二
月
条
に
も
同
様
に
、
度
支
に
対
し
て
売
り
出
し
た
例
が
み
え
る
。

（
川
台
町
会
必
巻
五
九
延
資
庫
佼
・
同
年
目
条
に
は
「
一
戸
部
何
年
二
十
万
民

疋
。
度
支
・
塩
銭
毎
年
三
十
万
貫
疋
」
と
す
る
。

（
お
）
附
府
元
亀
巻
四
八
四
邦
計
部
・
経
費
に
は
、
穆
宗
の
軍
賀
補
助
の
た

め
の
内
庫
支
出
の
例
と
し
て
、
長
慶
元
年
十
二
月
に
銭
五
万
貫
、
翌
二

年
五
月
に
絹
自
八
万
匹
、
同
年
七
月
に
綾
絹
五
十
万
匹
が
み
え
る
。
ま

た
、
敬
宗
に
つ
い
て
は
、
通
鑑
巻
二
四
三
長
慶
四
年
春
正
月
の
即
位
に

際
し
て
、
絞
二
回
万
匹
の
支
出
が
み
え
て
い
る
。

〈
お
）
地
宗
が
放
務
に
ふ
け
っ
た
乙
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
辺
鍛

巻
二
五
ニ
成
通
十
二
年
春
正
月
条
に
、
音
楽
宴
逃
の
準
備
を
な
し
た
こ

と
を
述
べ
「
舞
者
数
百
人
。
発
内
出
陣
雑
宝
。
為
兆
首
飾
。
以
絡
八
百
匹

為
地
衣
。
舞
罷
珠
郎
則
地
」
と
み
え
て
い
る
。

（
幻
）
鞠
消
述
「
唐
代
財
政
史
」
（
二
四
三
頁
）
に
よ
れ
ば
「
込
は
辺
防
に

用
い
ず
し
て
、
皇
帝
私
人
の
消
費
に
用
い
ら
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
」

と
せ
ら
れ
る
。

（m
ぬ
）
敗
後
四
軍
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
刻
池
英
夫
氏
「
五
代
禁
軍
に
於
け

る
侍
衛
税
率
司
の
成
立
」
（
史
淵
七

O
幡
）
、
皮
支
・
戸
部
・
蹴
鉄
三
司

の
一
本
化
に
つ
い
て
は
、
側
波
氏
前
畑
山
論
文
参
照
。

一O
九



On Nei-ku i*JJ!I[ in the T'ang Dynasty 

Yosizo MURONAGA 

The Nei-ku F":J!ll[ of the T'ang dynasty was inaugurated in the 

period of Hsiian-tsung ~* and lasted down to the Chao-tsung llB*, 
but its function was not the same all the time. 

During the period of HsUan-tsung the system was under direct 

control of the Imperial household. The trend of central govern­

ment's Fan-chen f-1~ check became very severe from the period 

of Hsien-tsung ill*, and Nei-ku was increased in number accord­

ingly, and a role of securing finacial sources for the central 

government was newly added to its function. 

This was the special feature enjoyed by Nei-ku during the 

T'ang dynasty. 
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